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爆同第55回定期総会
（日時）5月23日㈯
　　　　午後1時30分
（会場）大和市生涯学習センター

　
厚
木
基
地
で
は
昨
年
11
月
25
日
、
原

子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が

横
須
賀
に
帰
港
以
来
、
艦
載
機
が
連
日

訓
練
を
行
い
、
昼
夜
を
問
わ
ず
激
し
い

爆
音
を
ま
き
散
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か

も
離
陸
後
す
ぐ
に
機
体
を
傾
け
、
急
激

に
旋
回
す
る
飛
行
が
目
立
ち
、
事
故
の

不
安
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
５

月
頃
、
核
燃
料
棒
交
換
の
た
め
ア
メ
リ

カ
に
帰
る
予
定
で
す
が
、
今
秋
（
８
〜

９
月
頃
）
に
は
そ
の
後
継
と
し
て
同
型

の
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
が
配
備
さ
れ
、

横
須
賀
を
母
港
と
す
る
空
母
の
交
代
は

５
隻
目
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
７
月
以
降
、Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
の
厚
木
基
地
飛
来
も
連
続
し
て
い
ま

す
。
７
月
15
日
１
機
、
８
月
18
日
４
機
、

10
月
25
日
に
１
機
、
11
月
６
日
に
３
機
。

　
米
軍
は
地
元
自
治
体
に
「
東
富
士
・

北
富
士
演
習
場
で
の
訓
練
の
た
め
立
ち

寄
る
」
と
通
告
し
て
き
ま
し
た
が
、
訓

練
時
間
以
外
は
連
日
連
夜
、
厚
木
基
地

に
駐
機
し
、
さ
ら
に
東
日
本
で
初
め
て

市
街
地
上
空
で
の
夜
間
飛
行
も
行
い
ま

し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
通
告
に
対
し
、

大
和
・
綾
瀬
両
市
長
か
ら
「
飛
来
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
の
抗
議
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
何
ら
釈
明
す
る
こ
と
も
な
く
、

在
日
米
軍
司
令
官
は
神
奈
川
県
知
事
と

の
意
見
交
換
会
で
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓

練
は
す
で
に
常
態
化
し
て
お
り
、
い
ち

い
ち
飛
来
情
報
を
提
供
す
る
つ
も
り
は

な
い
」
と
地
元
の
声
を
無
視
し
続
け
て

い
ま
す
。

　
リ
ム
ピ
ー
ス
（
基
地
監
視
団
体
）
の

調
査
結
果
で
は
、
２
０
１
４
年
の
厚
木

基
地
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
離
陸
は
22
回
。

こ
れ
と
関
連
し
て
米
海
兵
隊
空
中
給
油

機
な
ど
の
飛
来
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
米
海
軍
が
、
空
母
艦
載
輸
送
機

Ｃ‐

２
Ａ
グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
の
後
継
機

と
し
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を
原
子
力
空
母

に
搭
載
す
る
と
ア
メ
リ
カ
で
発
表
し
ま

し
た
。Ｃ‐

２
Ａ
は
航
行
中
の
空
母
と
陸

上
基
地
を
つ
な
ぐ
輸
送
任
務
に
つ
い
て

い
ま
す
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
後
継
機
と

な
れ
ば
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
・
常
駐
の

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
11
月
、
海
上
自
衛
隊
の

輸
送
機
Ｃ‐

130
Ｒ
、
２
機
が
配
備
さ
れ

る
な
ど
、
厚
木
基
地
の
機
能
が
今
後
も

一
層
強
ま
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
政
府
は
沖
縄
の
民
意
を
無
視
し
、
米

軍
普
天
間
基
地
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の

移
設
に
む
け
て
、
中
断
し
て
い
た
辺
野

古
沖
で
の
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
再

開
し
ま
し
た
。「
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
」
の
沖
縄
県
民
の
民
意
は
、
昨
年
１

月
の
名
護
市
長
選
挙
、
11
月
の
沖
縄
県

知
事
選
挙
、
12
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙

で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
は
沖

縄
県
民
の
代
表
で
あ
る
翁
長
知
事
に
会

う
こ
と
さ
え
拒
み
、
辺
野
古
移
設
を
力

で
押
し
切
る
た
め
、
沖
縄
県
民
を
は
じ

め
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
市
民
に
対

し
、
暴
力
的
な
弾
圧
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
政
府
自
ら
が
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を

破
壊
し
、
反
対
す
る
者
を
力
で
押
し
つ

ぶ
す
。
こ
う
し
た
権
力
の
暴
力
が
ま
か

り
通
れ
ば
、
日
本
の
平
和
運
動
、
市
民

運
動
は
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
厚
木
爆
同
は
半
世
紀
以

上
に
わ
た
り
「
平
和
で
静
か
な
空
」
を

願
い
闘
い
を
続
け
て
い
ま
す
が
、「
も
し

私
た
ち
の
街
で
沖
縄
と
同
じ
こ
と
が
起

き
た
ら
ど
う
す
る
か
」・
・
・
辺
野
古
の

問
題
は
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

私
た
ち
自
身
の
問
題
で
す
。

　
厚
木
爆
同
は
組
織
強
化
に
む
け
、
会
員
拡

大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
昨
年
45
世

帯
の
方
々
が
新
会
員
と
し
て
加
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
新
会
員
の
皆
様
を
歓
迎
し
、
と
も

に
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
く
た
め
、
２

月
８
日
、
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
厚

木
爆
同
「
新
会
員
歓
迎
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
荻
窪
書
記
長
が
歓
迎
挨

拶
を
行
い
、
大
波
委
員
長
が
「
厚
木
基
地
の

情
勢
」
や
「
厚
木
爆
同
の
歴
史
と
課
題
」
に

つ
い
て
講
演
し
、
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
流
会
で
は
役
員
と
新
会
員
が

会
食
し
な
が
ら
自
己
紹
介
を
行
い
、
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。
新
会
員
か
ら
は「
爆
音
が
年
々

ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
」「
市
役
所
に
爆
音
の

苦
情
電
話
を
し
て
も
、『
わ
か
り
ま
し
た
』

と
い
う
だ
け
。
皆
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
頑
張

り
た
い
」
な
ど
力
強
い
決
意
も
語
ら
れ
、
有

意
義
な
歓
迎
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

（
厚
木
・
横
田
・
新
横
田
・
小
松
・
岩
国
・

嘉
手
納
・
普
天
間
各
原
告
団
、
厚
木
爆
同
）

は
３
月
３
日
、
外
務
省
・
防
衛
省
・
環
境
省

に
対
し
、「
基
地
爆
音
被
害
を
解
消
し
、
基

地
周
辺
住
民
の
生
活
改
善
を
求
め
る
要
請

書
」
を
提
出
し
、
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
交
渉
項
目
と
し
て
、①
基
地
運
用
の

全
国
一
律
基
準
の
設
定
、②
日
米
合
同
委
員

会
合
意
事
項
の
遵
守
、③
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
・
運
用
の
中
止
、④
普
天
間
基
地

の
即
時
無
条
件
撤
去
と
辺
野
古
・
高
江
の
新

基
地
建
設
即
時
中
止
、⑤
全
国
の
基
地
訴
訟

判
決
を
尊
重
し
爆
音
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と

―

等
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　
各
省
と
も
「
日
本
の
防
衛
・
外
交
・
安
全

保
障
上
、
飛
行
訓
練
や
基
地
は
必
要
だ
が
、

周
辺
住
民
の
被
害
を
最
小
限
と
す
る
よ
う
配

慮
す
る
」
と
従
来
の
姿
勢
に
終
始
し
、
前
向

き
な
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
全
国
７
原
告
団
が
結
束
し
、
国

会
議
員
の
協
力
を
得
て
独
自
に
政
府
交
渉
を

行
っ
た
こ
と
は
、
全
国
基
地
連
の
新
た
な
運

動
の
一
歩
と
な
り
、
今
後
も
引
き
続
き
要
請

行
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

今
日
に
い
た
る
ま
で
海
賊
対
策
の
名
目
で
ア

デ
ン
湾
ジ
ブ
チ
に
二
機
の
Ｐ
３
Ｃ
の
配
置
が

報
道
さ
れ
た
以
外
そ
の
気
配
は
な
い
。

　本
当
の
目
的
は
ア
メ
リ
カ
本
土
防
衛

　
こ
の
謎
に
答
え
を
示
し
た
の
は
外
務
省
の

元
外
交
官
（
国
際
情
報
局
長
）
孫
崎
享
氏
の

著
書
「
日
米
同
盟
の
正
体
・
迷
走
す
る
安
全

保
障
」
で
あ
る
。
同
氏
は
「
多
く
の
日
本
人

は
Ｐ
３
Ｃ
を
保
有
し
た
の
は
石
油
を
主
体
と

す
る
補
給
海
路
の
確
保
の
た
め
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い

る
。（
要
約
す
る
と
）「
二
○
○
一
年
か
ら
米

国
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
日
本
朝
鮮
担
当
部
長
な
ど
を
歴

　
千
カ
イ
リ
・
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
の
謎

　
こ
の
機
関
紙
前
号
の
本
欄
で
既
報
し
た
よ

う
に
厚
木
基
地
に
は
多
数
の
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機

が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
最
近
は
新
手
と
し
て

Ｐ
１
ジ
ェ
ッ
ト
哨
戒
機
が
加
わ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
哨
戒
機
の
目
的
は
「
千
海
里

シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
」
と
称
し
、
わ
が
国
の
通

商
路
を
脅
か
す
潜
水
艦
か
ら
航
路
を
防
衛
す

る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
シ
ー
レ
ー
ン

防
衛
構
想
と
対
潜
哨
戒
機
の
大
量
配
備
は
一

九
八
一
年
五
月
、
当
時
の
鈴
木
善
幸
首
相
の

訪
米
時
に
決
ま
っ
た
。
千
カ
イ
リ
・
シ
ー
レ
ー

ン
防
衛
に
航
続
距
離
に
限
度
の
あ
る
Ｐ
３
Ｃ

を
使
う
と
す
れ
ば
、
産
油
地
か
ら
日
本
本
土

ま
で
の
長
い
航
路
の
途
中
の
ど
こ
か
に
も
基

地
を
設
け
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

任
し
た
マ
イ
ケ
ル
・
グ
リ
ー
ン
氏
は
同
氏
の

論
文
「
力
の
バ
ラ
ン
ス
」
で
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。
即
ち
、
米
国
を
標
的
と
す
る

核
兵
器
の
一
本
で
あ
る
潜
水
艦
の
た
め
に
ソ

連
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
海
の
要
塞
と
し
て
使

用
し
て
い
る
こ
と
に
、
米
国
海
軍
は
ま
す
ま

す
懸
念
を
つ
よ
め
て
い
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
を

訪
れ
た
鈴
木
は
一
○
○
○
カ
イ
リ
の
防
衛
を

意
味
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
の
距
離
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
ソ
連
海
軍
力
を
封
じ
込
め

る
に
十
分
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
鈴
木
は
自

分
の
言
っ
た
言
葉
の
意
味
を
十
分
に
咀
嚼（
そ

し
ゃ
く
）
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
の
同
盟
は
ソ
連
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
軍
事
封
じ
込
め
戦
略
の
中
心

的
な
構
成
部
分
と
な
っ
た
。
マ
イ
ケ
ル
・
グ

リ
ー
ン
氏
に
よ
る
我
々
は
知
ら
ぬ
間
に
集
団

的
自
衛
権
行
使
に
踏
み
込
ま
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
平
岡
幸
雄
）

こ
こ
が

気
に
な
る

Ｐ
３
Ｃ
配
備
は

集
団
的
自
衛
権
行
使
か
？

「
辺
野
古
」
弾
圧
を
許
さ
な
い

「
辺
野
古
」
弾
圧
を
許
さ
な
い

高
ま
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
厚
木
飛
来

高
ま
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
厚
木
飛
来

「
全
国
基
地
連
」
結
束
し

爆
音
解
消
求
め
政
府
交
渉

爆
同
新
会
員
を
囲
ん
で

　
　
　学
習
と
親
睦
深
め
る

爆
同
新
会
員
を
囲
ん
で

　
　
　学
習
と
親
睦
深
め
る

厚
木
基
地
の
動
向

辺
野
古
は
私
た
ち
の
問
題

　
爆
同
の
方
針
に
も
「
組
織
の
充
実
・
強
化
」

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
50
数
年
継
続

し
て
い
る
爆
同
の
活
動
も
、
会
員
が
高
齢

化
し
て
お
り
弱
体
化
し
て
い
る
様
に
思
え

ま
す
。
若
く
新
し
い
会
員
の
発
掘
と
加
入

の
促
進
を
図
り
、
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
大
き
な
声
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
爆
同
も
会
員
の
学
習

会
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
私
事
と
重

な
っ
た
り
、
時
間
帯
が
合
わ
な
か
っ
た
り

で
、
な
か
な
か
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
ま
た
一
方
で
は
支
部
も
充
実
強
化
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
、
支
部
か
ら
行

事
へ
の
参
加
要
請
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
支
部
の
組
織
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
何
か
行
事
の
計
画
を
立
案
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
本
部
だ
と
か
支
部
だ
と
か
言
っ
て
は
い
け

な
い
の
が
市
民
運
動
で
あ
り
、
加
入
し
て
い

る
会
員
本
人
が
進
ん
で
活
動
に
参
加
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
組
織
と
し
て
支

部
が
あ
る
以
上
、
支
部
か
ら
の
連
絡
や
活
動

へ
の
参
加
要
請
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　
爆
同
の
会
報
が
配
ら
れ
る
だ
け
で
は
、
役

員
と
会
員
の
間
が
遠
の
い
て
し
ま
う
様
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
身
近
な
組
織
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い

も
の
か
と
最
近
特
に
思
い
ま
す
。

　
い
ざ
何
か
行
動
を
起
こ
す
と
き
は
、
数

が
多
い
と
い
う
こ
と
は
相
手
に
与
え
る
影

響
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
日
頃
の
支
部
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
す
。
爆
音
で
一
番
被
害
を

被
っ
て
い
る
の
は
大
和
で
す
し
、
い
つ
落

ち
る
か
わ
か
ら
な
い
米
軍
機
の
恐
怖
に
お

の
の
い
て
い
る
の
も
大
和
で
す
。
高
齢
化

し
た
会
員
と
組
織
で
す
が
、
時
代
に
沿
っ

た
新
し
い
感
覚
で
、
新
し
い
運
動
の
展
開

を
お
願
い
し
、
私
も
爆
同
運
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
支
部
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
大
和
北
２
支
部
会
員
）

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

大
和
北
２
支
部

も
っ
と
身
近
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

も
っ
と
身
近
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

「爆同の歴史と課題」について
講演する大波委員長

防衛省に要請書を渡す
藤田全国基地連代表

辺野古新基地建設反対の
抗議行動に参加（11月５日）

厚木基地北側でオスプレイ監視行動（２月２４日）

統一自治体選挙
爆同推薦候補者
統一自治体選挙
爆同推薦候補者
◎相模原市会選挙
◎大和・綾瀬・藤沢市会選挙

金 子 豊貴男
（社会民主党）

4月12日投票
4月26日投票

相
模
原
市
議
会（
南
区
）（
現
・
６
期
）
綾
瀬
市
議
会（
現
・
２
期
）

大
和
市
議
会（
現
・
７
期
）

二 見 　 昇
（無所属）

大 波 修 二
（無所属）

藤
沢
市
議
会（
現
・
１
期
）

脇　れい子
（無所属）



【発行】
厚木基地爆音防止期成同盟

発行責任者
事務所　大和市桜森３-５-３
　　　　　　　フォント 1F

TEL 046-240-7450
FAX 046-261-5615

bakudou@kanagawa.email.ne.jp

大 波 修 二

厚 木 基 地 爆 音 防 止 期 成 同 盟 会 報（1）   2015 年 3 月 25 日 第 278 号 厚 木 基 地 爆 音 防 止 期 成 同 盟 会 報（2）   2015 年 3 月 25 日 第 278 号

爆同第55回定期総会
（日時）5月23日㈯
　　　　午後1時30分
（会場）大和市生涯学習センター

　
厚
木
基
地
で
は
昨
年
11
月
25
日
、
原

子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が

横
須
賀
に
帰
港
以
来
、
艦
載
機
が
連
日

訓
練
を
行
い
、
昼
夜
を
問
わ
ず
激
し
い

爆
音
を
ま
き
散
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か

も
離
陸
後
す
ぐ
に
機
体
を
傾
け
、
急
激

に
旋
回
す
る
飛
行
が
目
立
ち
、
事
故
の

不
安
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
５

月
頃
、
核
燃
料
棒
交
換
の
た
め
ア
メ
リ

カ
に
帰
る
予
定
で
す
が
、
今
秋
（
８
〜

９
月
頃
）
に
は
そ
の
後
継
と
し
て
同
型

の
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
が
配
備
さ
れ
、

横
須
賀
を
母
港
と
す
る
空
母
の
交
代
は

５
隻
目
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
７
月
以
降
、Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
の
厚
木
基
地
飛
来
も
連
続
し
て
い
ま

す
。
７
月
15
日
１
機
、
８
月
18
日
４
機
、

10
月
25
日
に
１
機
、
11
月
６
日
に
３
機
。

　
米
軍
は
地
元
自
治
体
に
「
東
富
士
・

北
富
士
演
習
場
で
の
訓
練
の
た
め
立
ち

寄
る
」
と
通
告
し
て
き
ま
し
た
が
、
訓

練
時
間
以
外
は
連
日
連
夜
、
厚
木
基
地

に
駐
機
し
、
さ
ら
に
東
日
本
で
初
め
て

市
街
地
上
空
で
の
夜
間
飛
行
も
行
い
ま

し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
通
告
に
対
し
、

大
和
・
綾
瀬
両
市
長
か
ら
「
飛
来
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
の
抗
議
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
何
ら
釈
明
す
る
こ
と
も
な
く
、

在
日
米
軍
司
令
官
は
神
奈
川
県
知
事
と

の
意
見
交
換
会
で
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓

練
は
す
で
に
常
態
化
し
て
お
り
、
い
ち

い
ち
飛
来
情
報
を
提
供
す
る
つ
も
り
は

な
い
」
と
地
元
の
声
を
無
視
し
続
け
て

い
ま
す
。

　
リ
ム
ピ
ー
ス
（
基
地
監
視
団
体
）
の

調
査
結
果
で
は
、
２
０
１
４
年
の
厚
木

基
地
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
離
陸
は
22
回
。

こ
れ
と
関
連
し
て
米
海
兵
隊
空
中
給
油

機
な
ど
の
飛
来
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
米
海
軍
が
、
空
母
艦
載
輸
送
機

Ｃ‐

２
Ａ
グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
の
後
継
機

と
し
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を
原
子
力
空
母

に
搭
載
す
る
と
ア
メ
リ
カ
で
発
表
し
ま

し
た
。Ｃ‐

２
Ａ
は
航
行
中
の
空
母
と
陸

上
基
地
を
つ
な
ぐ
輸
送
任
務
に
つ
い
て

い
ま
す
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
後
継
機
と

な
れ
ば
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
・
常
駐
の

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
11
月
、
海
上
自
衛
隊
の

輸
送
機
Ｃ‐

130
Ｒ
、
２
機
が
配
備
さ
れ

る
な
ど
、
厚
木
基
地
の
機
能
が
今
後
も

一
層
強
ま
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
政
府
は
沖
縄
の
民
意
を
無
視
し
、
米

軍
普
天
間
基
地
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の

移
設
に
む
け
て
、
中
断
し
て
い
た
辺
野

古
沖
で
の
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
再

開
し
ま
し
た
。「
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
」
の
沖
縄
県
民
の
民
意
は
、
昨
年
１

月
の
名
護
市
長
選
挙
、
11
月
の
沖
縄
県

知
事
選
挙
、
12
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙

で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
は
沖

縄
県
民
の
代
表
で
あ
る
翁
長
知
事
に
会

う
こ
と
さ
え
拒
み
、
辺
野
古
移
設
を
力

で
押
し
切
る
た
め
、
沖
縄
県
民
を
は
じ

め
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
市
民
に
対

し
、
暴
力
的
な
弾
圧
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
政
府
自
ら
が
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を

破
壊
し
、
反
対
す
る
者
を
力
で
押
し
つ

ぶ
す
。
こ
う
し
た
権
力
の
暴
力
が
ま
か

り
通
れ
ば
、
日
本
の
平
和
運
動
、
市
民

運
動
は
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
厚
木
爆
同
は
半
世
紀
以

上
に
わ
た
り
「
平
和
で
静
か
な
空
」
を

願
い
闘
い
を
続
け
て
い
ま
す
が
、「
も
し

私
た
ち
の
街
で
沖
縄
と
同
じ
こ
と
が
起

き
た
ら
ど
う
す
る
か
」・
・
・
辺
野
古
の

問
題
は
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

私
た
ち
自
身
の
問
題
で
す
。

　
厚
木
爆
同
は
組
織
強
化
に
む
け
、
会
員
拡

大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
昨
年
45
世

帯
の
方
々
が
新
会
員
と
し
て
加
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
新
会
員
の
皆
様
を
歓
迎
し
、
と
も

に
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
く
た
め
、
２

月
８
日
、
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
厚

木
爆
同
「
新
会
員
歓
迎
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
荻
窪
書
記
長
が
歓
迎
挨

拶
を
行
い
、
大
波
委
員
長
が
「
厚
木
基
地
の

情
勢
」
や
「
厚
木
爆
同
の
歴
史
と
課
題
」
に

つ
い
て
講
演
し
、
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
流
会
で
は
役
員
と
新
会
員
が

会
食
し
な
が
ら
自
己
紹
介
を
行
い
、
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。
新
会
員
か
ら
は「
爆
音
が
年
々

ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
」「
市
役
所
に
爆
音
の

苦
情
電
話
を
し
て
も
、『
わ
か
り
ま
し
た
』

と
い
う
だ
け
。
皆
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
頑
張

り
た
い
」
な
ど
力
強
い
決
意
も
語
ら
れ
、
有

意
義
な
歓
迎
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

（
厚
木
・
横
田
・
新
横
田
・
小
松
・
岩
国
・

嘉
手
納
・
普
天
間
各
原
告
団
、
厚
木
爆
同
）

は
３
月
３
日
、
外
務
省
・
防
衛
省
・
環
境
省

に
対
し
、「
基
地
爆
音
被
害
を
解
消
し
、
基

地
周
辺
住
民
の
生
活
改
善
を
求
め
る
要
請

書
」
を
提
出
し
、
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
交
渉
項
目
と
し
て
、①
基
地
運
用
の

全
国
一
律
基
準
の
設
定
、②
日
米
合
同
委
員

会
合
意
事
項
の
遵
守
、③
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
・
運
用
の
中
止
、④
普
天
間
基
地

の
即
時
無
条
件
撤
去
と
辺
野
古
・
高
江
の
新

基
地
建
設
即
時
中
止
、⑤
全
国
の
基
地
訴
訟

判
決
を
尊
重
し
爆
音
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と

―

等
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　
各
省
と
も
「
日
本
の
防
衛
・
外
交
・
安
全

保
障
上
、
飛
行
訓
練
や
基
地
は
必
要
だ
が
、

周
辺
住
民
の
被
害
を
最
小
限
と
す
る
よ
う
配

慮
す
る
」
と
従
来
の
姿
勢
に
終
始
し
、
前
向

き
な
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
全
国
７
原
告
団
が
結
束
し
、
国

会
議
員
の
協
力
を
得
て
独
自
に
政
府
交
渉
を

行
っ
た
こ
と
は
、
全
国
基
地
連
の
新
た
な
運

動
の
一
歩
と
な
り
、
今
後
も
引
き
続
き
要
請

行
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

今
日
に
い
た
る
ま
で
海
賊
対
策
の
名
目
で
ア

デ
ン
湾
ジ
ブ
チ
に
二
機
の
Ｐ
３
Ｃ
の
配
置
が

報
道
さ
れ
た
以
外
そ
の
気
配
は
な
い
。

　本
当
の
目
的
は
ア
メ
リ
カ
本
土
防
衛

　
こ
の
謎
に
答
え
を
示
し
た
の
は
外
務
省
の

元
外
交
官
（
国
際
情
報
局
長
）
孫
崎
享
氏
の

著
書
「
日
米
同
盟
の
正
体
・
迷
走
す
る
安
全

保
障
」
で
あ
る
。
同
氏
は
「
多
く
の
日
本
人

は
Ｐ
３
Ｃ
を
保
有
し
た
の
は
石
油
を
主
体
と

す
る
補
給
海
路
の
確
保
の
た
め
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い

る
。（
要
約
す
る
と
）「
二
○
○
一
年
か
ら
米

国
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
日
本
朝
鮮
担
当
部
長
な
ど
を
歴

　
千
カ
イ
リ
・
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
の
謎

　
こ
の
機
関
紙
前
号
の
本
欄
で
既
報
し
た
よ

う
に
厚
木
基
地
に
は
多
数
の
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機

が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
最
近
は
新
手
と
し
て

Ｐ
１
ジ
ェ
ッ
ト
哨
戒
機
が
加
わ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
哨
戒
機
の
目
的
は
「
千
海
里

シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
」
と
称
し
、
わ
が
国
の
通

商
路
を
脅
か
す
潜
水
艦
か
ら
航
路
を
防
衛
す

る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
シ
ー
レ
ー
ン

防
衛
構
想
と
対
潜
哨
戒
機
の
大
量
配
備
は
一

九
八
一
年
五
月
、
当
時
の
鈴
木
善
幸
首
相
の

訪
米
時
に
決
ま
っ
た
。
千
カ
イ
リ
・
シ
ー
レ
ー

ン
防
衛
に
航
続
距
離
に
限
度
の
あ
る
Ｐ
３
Ｃ

を
使
う
と
す
れ
ば
、
産
油
地
か
ら
日
本
本
土

ま
で
の
長
い
航
路
の
途
中
の
ど
こ
か
に
も
基

地
を
設
け
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

任
し
た
マ
イ
ケ
ル
・
グ
リ
ー
ン
氏
は
同
氏
の

論
文
「
力
の
バ
ラ
ン
ス
」
で
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。
即
ち
、
米
国
を
標
的
と
す
る

核
兵
器
の
一
本
で
あ
る
潜
水
艦
の
た
め
に
ソ

連
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
海
の
要
塞
と
し
て
使

用
し
て
い
る
こ
と
に
、
米
国
海
軍
は
ま
す
ま

す
懸
念
を
つ
よ
め
て
い
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
を

訪
れ
た
鈴
木
は
一
○
○
○
カ
イ
リ
の
防
衛
を

意
味
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
の
距
離
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
ソ
連
海
軍
力
を
封
じ
込
め

る
に
十
分
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
鈴
木
は
自

分
の
言
っ
た
言
葉
の
意
味
を
十
分
に
咀
嚼（
そ

し
ゃ
く
）
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
の
同
盟
は
ソ
連
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
軍
事
封
じ
込
め
戦
略
の
中
心

的
な
構
成
部
分
と
な
っ
た
。
マ
イ
ケ
ル
・
グ

リ
ー
ン
氏
に
よ
る
我
々
は
知
ら
ぬ
間
に
集
団

的
自
衛
権
行
使
に
踏
み
込
ま
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
平
岡
幸
雄
）

こ
こ
が

気
に
な
る

Ｐ
３
Ｃ
配
備
は

集
団
的
自
衛
権
行
使
か
？

「
辺
野
古
」
弾
圧
を
許
さ
な
い

「
辺
野
古
」
弾
圧
を
許
さ
な
い

高
ま
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
厚
木
飛
来

高
ま
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
厚
木
飛
来

「
全
国
基
地
連
」
結
束
し

爆
音
解
消
求
め
政
府
交
渉

爆
同
新
会
員
を
囲
ん
で

　
　
　学
習
と
親
睦
深
め
る

爆
同
新
会
員
を
囲
ん
で

　
　
　学
習
と
親
睦
深
め
る

厚
木
基
地
の
動
向

辺
野
古
は
私
た
ち
の
問
題

　
爆
同
の
方
針
に
も
「
組
織
の
充
実
・
強
化
」

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
50
数
年
継
続

し
て
い
る
爆
同
の
活
動
も
、
会
員
が
高
齢

化
し
て
お
り
弱
体
化
し
て
い
る
様
に
思
え

ま
す
。
若
く
新
し
い
会
員
の
発
掘
と
加
入

の
促
進
を
図
り
、
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
大
き
な
声
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
爆
同
も
会
員
の
学
習

会
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
私
事
と
重

な
っ
た
り
、
時
間
帯
が
合
わ
な
か
っ
た
り

で
、
な
か
な
か
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
ま
た
一
方
で
は
支
部
も
充
実
強
化
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
、
支
部
か
ら
行

事
へ
の
参
加
要
請
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
支
部
の
組
織
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
何
か
行
事
の
計
画
を
立
案
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
本
部
だ
と
か
支
部
だ
と
か
言
っ
て
は
い
け

な
い
の
が
市
民
運
動
で
あ
り
、
加
入
し
て
い

る
会
員
本
人
が
進
ん
で
活
動
に
参
加
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
組
織
と
し
て
支

部
が
あ
る
以
上
、
支
部
か
ら
の
連
絡
や
活
動

へ
の
参
加
要
請
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　
爆
同
の
会
報
が
配
ら
れ
る
だ
け
で
は
、
役

員
と
会
員
の
間
が
遠
の
い
て
し
ま
う
様
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
身
近
な
組
織
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い

も
の
か
と
最
近
特
に
思
い
ま
す
。

　
い
ざ
何
か
行
動
を
起
こ
す
と
き
は
、
数

が
多
い
と
い
う
こ
と
は
相
手
に
与
え
る
影

響
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
日
頃
の
支
部
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
す
。
爆
音
で
一
番
被
害
を

被
っ
て
い
る
の
は
大
和
で
す
し
、
い
つ
落

ち
る
か
わ
か
ら
な
い
米
軍
機
の
恐
怖
に
お

の
の
い
て
い
る
の
も
大
和
で
す
。
高
齢
化

し
た
会
員
と
組
織
で
す
が
、
時
代
に
沿
っ

た
新
し
い
感
覚
で
、
新
し
い
運
動
の
展
開

を
お
願
い
し
、
私
も
爆
同
運
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
支
部
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
大
和
北
２
支
部
会
員
）

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

大
和
北
２
支
部

も
っ
と
身
近
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

も
っ
と
身
近
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

「爆同の歴史と課題」について
講演する大波委員長

防衛省に要請書を渡す
藤田全国基地連代表

辺野古新基地建設反対の
抗議行動に参加（11月５日）

厚木基地北側でオスプレイ監視行動（２月２４日）

統一自治体選挙
爆同推薦候補者
統一自治体選挙
爆同推薦候補者
◎相模原市会選挙
◎大和・綾瀬・藤沢市会選挙

金 子 豊貴男
（社会民主党）

4月12日投票
4月26日投票

相
模
原
市
議
会（
南
区
）（
現
・
６
期
）
綾
瀬
市
議
会（
現
・
２
期
）

大
和
市
議
会（
現
・
７
期
）

二 見 　 昇
（無所属）

大 波 修 二
（無所属）

藤
沢
市
議
会（
現
・
１
期
）

脇　れい子
（無所属）


